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研究成果の概要（和文）：地域SNSを始めとするソーシャルメディアにおいて適切かつ有効な意見集約と意思決
定を行うためのシミュレーションフレームワークを構築することを目的とした。本研究課題は３つのサブテーマ
によって構成される。第一は災害発生時におけるSNSの利用実態の解明である。東日本大震災を事例としてSNS上
の重要アカウントの発見をおこなった。第二はソーシャルメディア上の世論形成メカニズムの解明である。原発
問題を事例にソーシャルメディア上で世論が曲化する過程を沈黙の螺旋モデルを用いて解明した。第三はコミュ
ニティにおける向社会的行動を促進する規範の解明である。間接互恵による協力の進化を進化ゲーム理論の枠組
みで分析した。

研究成果の概要（英文）：This study has aimed to construct a simulation framework for appropriate 
opinion consolidation and decision making in social media such as regional SNSs. This project 
consists of three sub-themes. The first is an analysis of the actual use of SNSs at the time of 
disaster occurrence. We have developed a method to find notable accounts by a centrality analysis of
 Twitter accounts during the Great East Japan Earthquake. The second is an analysis of an opinion 
formation mechanism on social media. We analyzed the process of opinion formation on social media 
using spiral of silence theory as a case of nuclear power plant problem. Finally, we have revealed 
some norms to promote social behavior in the community. To address this issue, we, in terms of game 
theory, developed a "norm ecosystem" model in which individuals with different norms interact 
through the helping games. And we have proposed a new simple norm called "staying" that prescribes 
abstaining from assessment.

研究分野： 社会シミュレーション

キーワード： ソーシャルメディア　世論形成　社会シミュレーション　協力の進化
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
地域 SNS(ソーシャル・ネットワーキン

グ・サービス)は 2005 年の実証実験[1]がひと
つの契機となり地域コミュニティの活性化
の基盤となるべく全国において広く開設さ
れている．オンラインを利用した地域の活性
化の可能性は社会関係資本の観点からの研
究が盛んである（例えば[2]）．一方で，災害
時にオンラインコミュニティを活用し避難
情報の共有や支援物資の手配をおこなった
事例はいくつかの地域で実例がある[3]．しか
し，オンラインコミュニティが災害支援のど
のフェーズにおいてどのように活用された
のかという，具体的分析や将来的に必要とな
る機能の分析は少なく，災害時における分析
に関しては事例報告にとどまっていること
が現状である[4]． 
また、地域 SNS をはじめとするソーシャ

ルメディア上のコミュニケーションを災害
時にとどまらずひとつの社会インフラとし
て活用するためには SNS の実態分析だけで
なく SNS 上の情報流通から発生する世論形
成のメカニズムや SNS 上で協力的なコミュ
ニケーションがなされるための規範の形成
メカニズムといった包括的な研究が必要と
なる。本研究課題においては SNS のデータ
分析を端緒として SNS 上の世論形成メカニ
ズム、集団において向社会的な行動が生成し
うる規範の分析を包括的に実施することで
ソーシャルメディアの利活用への提言のみ
ならず情報ネットワーク社会の諸問題に対
するシミュレーション技術の応用について
の基礎的な知見を提供することができる。 
[1]財団法人地方自治情報センター, 地域 SNS の
活用状況等に関する調査,2009. 
[2]小林,池田,地域オンラインコミュニティと社会
関係資本,情報通信学会誌,25(3),pp.47-58,2008. 
[3]岩田,地域 SNS，豪雨災害で活躍－兵庫情報伝
達の一翼担う，地方行政，pp.10-12,2009. 
[4]吉田 ,地震で深まる人の絆，まちづくり，
pp.92-95,2009. 
２．研究の目的 
地域 SNS をはじめとするソーシャルメデ

ィアにおいて適切かつ有効な意見集約と意
思決定を行うために必要なサポートやそれ
を支える制度を分析するシミュレーション
フレームワークを構築することを目的とす
る。そのために本研究課題では 3 つのサブテ
ーマを実施し統合する。 
第一が大規模災害時におけるソーシャル

メディアの利活用の分析である。 
大規模災害時には、被災地をはじめ個々の

状況が多様かつ変化の激しいため、従来の一
方向的なマスメディア情報では必要な情報
の流通に限界がある。東日本大震災を契機と
してソーシャルメディアの利活用に期待が
高まっている。本研究課題では災害時のソー
シャルメディアの活用による災害支援を提
案する。本サブテーマは具体的には 2 つの研
究課題によって構成される。 

 １－１）東日本大震災を事例としてソー
シャルメディア上の重要アカウントの
発見 

 １－２）災害時のアドホックネットワー
クの構築 

第二がソーシャルメディアにおける世論
形成過程ならびに世論の分断化の分析であ
る。 
災害発生時には様々な情報が飛び交い、ま

た人々には自身の好む情報にのみ接触する
傾向があるため意見の分断化や極端化が危
惧される。そのような実態を分析しメカニズ
ムを解明する。本サブテーマは具体的には次
の研究課題によって構成される。 
 ２－１）ソーシャルメディア上の沈黙の

螺旋の分析 
第三が規範と協力の共進化の分析である。 
災害時には、避難を含め様々な要因で既存

のコミュニティが解体され新たなコミュニ
ティを形成する必要が生じる。このような環
境では様々な意見や規範持つ人々が混在し
たコミュニティが誕生する。その中でいかに
して規範が共有され協力的なコミュニティ
を形成することができるかという課題は災
害支援において重要な課題である。そのため、
様々な規範や意見が混在する環境下で、規範
と協力関係が共進化するメカニズム、また協
力関係を促進をする制度の研究をおこなう。 
本サブテーマはは具体的には二つの研究

課題によって構成される。 
 ３－１）規範と協力の共進化 
 ３－２）非協力状態から協力へと進化可

能な新たな社会規範の発見 
３．研究の方法 
１－１）東日本大震災を事例としてソーシ

ャルメディア上の重要アカウントの発見 
東日本大震災当時、Twitter には多くのメ

ッセージが投稿された。投稿は、大震災直後
に急増し、東京都からだけで毎分 1200 件以
上のツイートが投稿された。「地震」という
キーワードを含んだツイートは、アメリカ時
間の 3月 11日 24 時までに 24万 6075 件投稿
され、地震に関するリアルタイムな情報のや
りとりが非常に活発に行われた。また、既存
マスメディアの情報発信チャネルとしてだ
けではなく、首相官邸や総務省消防庁といっ
た政府機関からの情報発信チャネルとして
も積極的に利用されるようになった。人々は、
Twitter のコミュニケーション機能（リプラ
イやりツイート）を用いて、様々な情報を繋
ぎ、流通させ、震災に対処していった。この
情報流通において、どのようなアカウントが
情報を繋いでいたのであろうか。また、どの
ようなコミュニケーションによって、それぞ
れのアカウントは実際に繋がっていたので
あろうか。 
本研究課題の目的は、震災時における

Twitter 上の重要アカウントを発見し、その
アカウントがどのようなコミュニケーショ
ンにより「繋がり」を構築していたのかを明



らかにすることである。そのため本研究では、
東日本大震災前後のツイートデータからコ
ミュニケーションネットワークを1日毎に生
成し、次数中心性と媒介中心性を求めること
で震災前後の重要なアカウントの特定を行
っている。まず、東日本大震災前後のツイー
トデータを基に、1 日毎にコミュニケーショ
ンネットワークを生成する。次に、ネットワ
ーク毎に次数中心性と媒介中心性を算出す
る。さらに、各中心性が高いアカウントを重
要アカウントとみなし、震災前後の変化を比
較している。 
１－２）災害時のアドホックネットワークの
構築 
災害時における人命救助や復旧・復興支援

において、迅速な情報収集と情報提供は、被
害をより小さくするための有効な手段であ
る。災害時の情報流通システムについては、
マルチホップ通信や DTN（Delay Tolerant 
Networking）、インターネットが断絶した際
の通信ネットワークを確保するためのイン
フラ技術の研究はあるが、具体的にそのネッ
トワークにどのような情報を流通させるべ
きかという議論は少ない。本研究では、災害
時の情報流通メカニズムを考慮したインタ
ーネット壊滅時の災害情報流通支援システ
ムを構築することを目的とする。具体的には、
災害時のドホックネットワークを用いたデ
ジタル歩行者地図生成システムを提案する。
本研究の課題は、（1）クラウドベースのコン
ピューティングリソースを使用せずに必要
なデータを収集してマップを生成すること、
（2）継続的なエンドツーエンドのネットワ
ークを使用せずにシステム内でメッセージ
を共有すること、（3）マップ推論タスクの負
荷のバランスである。 
２－１）ソーシャルメディア上の沈黙の螺旋
の分析 
沈黙の螺旋とは、ある意見に関する発言を

多く見聞きすることでその意見を多数派と
認知し、多数派であれば発言がしやすくなる。
このことが一方の意見の流通量を増やし、更
に多数派の発言が増えていくという漸進的
現象を指している。つまり、多数派と認知さ
れている意見を多く目にすることで、多数派
の勢力を強く見積もるようになるはずであ
る。また、多数派の意見の量だけではなく、
多数派に属する人々の数も多数派勢力の見
積もりに影響を与えると考えられる。 
インターネットはコミュニケーション相

手を自由に選択できるメディアである。
Twitter をはじめとする SNS 上においては、
同類選択や選択的接触によって似通った人
と相互作用し関係を構築していると考えら
れる。このため、個人のパーソナルネットワ
ークは意見が等質なクラスタを形成してい
る可能性が高い。等質なクラスタに所属する
個人は周囲に同じ意見を持った人々が多く
なるため、自分を多数派と認知することが多
くなると考えられる。 

ここでは、質問紙調査による個人の行動モ
デルの理解とウェブマイニング技術による
データ解析の融合によってミクロな個人の
行動モデルとオンライン上で観察されるマ
クロな現象としての世論との相互作用を扱
うことが可能となる。課題１で明らかにされ
ることは、ソーシャルメディア上の沈黙の螺
旋（多数派意見への集中化）は如何にして生
じるのか、また生じる条件はどのようなもの
であるか、である。 
３－１）規範と協力の共進化 
直接互恵および間接互恵に関する多くの

研究は、裏切りとフリーライダーの侵入に対
して進化的安定となる規範を探求し、いくつ
かの代表的な規範を提案してきた。これらの
アプローチによって、様々な環境下における
協力社会を維持するための進化的に安定な
規範が明らかになった。これまでに知られて
いる規範には、裏切りに対して寛容な行動を
許容する規範や、これを許容しない厳格な規
範など多様な規範などが存在する。また、協
力の維持に頑健な規範を網羅的に探索した
研究も存在する。しかし、これらの規範が混
在する環境においても協力は進化可能なの
であろうか。従来の研究では、ある特定の規
範が ALLD, ALLC の侵入に対して頑健かどう
かを検討するものが多かった。しかしこれら
のアプローチでは、注目している規範が社会
で共有されるまでのプロセスが理解できな
い。 
重要な課題は、いくつもの多様な規範が存

在する中で協力が進化する時の規範のダイ
ナミクスを理解することである。本課題では
社会に様々な規範が混在する状況を「規範の
生態系」として捉え、ゲーム理論 のモデル
を用いて社会のモデルを構成した。その際、
生態系の中での規範の進化を計算するため
に遺伝的アルゴリズムという手法を用いて
分析モデルを構築した。そのモデルを用いて、
社会は多様性を許容しつつ協力を維持でき
るのか、生態系を望ましい状態に安定させる
ためにはどのような規範が必要なのかを分
析し、多様な規範が協力の達成にどのような
役割を果たすのかを調べた。 
３－２）非協力状態から協力へと進化可能な
新たな社会規範の発見 
公共財ゲームを用いて、流動的で大規模な

集団における間接互恵性の役割を検討する
ため以下の２点のサブテーマを設定した。 
（１）間接互恵性のうち、観察コストを低く
抑えられる評価ルールの提案とその理論的
検討 
（２）観察が私的に行われる間接互恵性の理
論的検討 
これらについては、進化ゲーム理論の手法

を用いて協力体制の形成条件と維持条件に
関する理論的検討を行った。 
４．研究成果 
課題１－１については以下の成果を得て

いる。 



1：震災後にリンク数が増加しコミュニケ
ーションが活発化したこと、2：震災前では
新聞社やニュースサイト、bot アカウントが
重要であったこと、3：震災後では公共放送
や有名人、震災に関する情報を発信している
アカウントが重要であったこと、4：震災後
は殆どの重要アカウントがリツイートされ
ることにより中心性が高くなっていること
を明らかにした。また、それらの知見に基づ
いて今後の災害時おけるTwitterの活用可能
性について考察した。 
課題１－２については以下の成果を得て

いる。 
（1）については、領域を探索する応答者

によって GPS トレースが収集し、処理のため
に災害地域に配備されたコモディティワー
クステーションで処理た。（2）については、
短距離間で通信する DTN および、長距離間通
信のための車両を用いたデータフェリー機
能を構築した（3）では、フェリー時間と計
算ノードの負荷に関する統計情報を用いて
マップ推論タスクの負荷を軽減する方法を
提案した。実験とシミュレーションによって
システムを評価した結果、大量のデータを処
理しなければならない極端な場合に地図の
生成と配信に要する時間を約2時間短縮する
ことを示した。 
課題２－１については以下の成果を得て

いる。 
ソーシャルメディア上で沈黙の螺旋が加

速するのか否かを検証するために、ソーシャ
ルメディア上の相互作用関係が意見分布認
知に与える影響を分析した。我々は、パネル
調査をおこなうことで、ソーシャルメディア
上で接触する情報が意見分布認知にどのよ
うな影響を与えるのかの因果関係を特定し
た。分析の結果、ソーシャルメディア上で接
触する人たちのうち一方の意見を持つ人の
比率が多いほど、その意見を多数派だと認知
するようになることがわかった。しかし、一
方の意見に関するツイート数が多いことは
多数派の認知には影響していなかった。 
課題３－１については以下の成果を得て

いる。 
エージェント・ベースド・シミュレーショ

ンにより分析した結果、規範の混在状態から
は一度、非協力的な規範が社会に広まること
が観察された。しかし、「良いヒトへの協力
だけが良く、他のケースはすべて悪い」とい
う非常に厳格な規範が非協力的な規範を駆
逐し、その後、厳格な規範に変わって「悪い
ヒトへの非協力は良く、悪いヒトへの協力は
悪い」という複雑な判断をする規範が一時的
に社会で支配的になっていくと同時に、社会
で協力が広まり始める。しかしこの規範の支
配は長くは続かずいわば「三日天下」で終了
し、最終的には「協力行動をしていれば良い」
という規範がいくつか共存した状態で協力
が維持されることが分かった。 
さらに、最終的な協力状態に至るために必

須となる規範は、どのような特徴を有するか
を調べるために、規範ノックアウト手法
（Norm Knockout Method）という新たな分析
手法を提案した。規範ノックアウト手法を用
いたシミュレーションの結果、「良いヒトへ
の協力だけが良い」という厳格な規範をノッ
クアウトした場合、および「協力行動なら良
く、非協力行動なら悪い」という単純な規範
をノックアウトした場合では、協力は進化し
えないことがわかった。 
課題３－２については以下の成果を得て

いる。 
社会的ジレンマ状況に置かれた個人が相

手の評判情報を参考にして協力するかどう
かを決める「間接互恵性」研究において、こ
れまでの主力だった評価ルールよりも優れ
たルール(Staying)を発見し、その有効性を
理論的に示した。従来のルールはすべての評
価に対して白黒をつけていたが、新ルールで
は「無視：評価を選択的に行う」に着目した。 
この成果は学術のみならず社会的にも意

義がある。Staying の有効性を示すことによ
って、集団を構成する参加者に対し、他者を
助け役立とうとするような向社会的行動を
促すメカニズムが明らかとなり、ハイモビリ
ティ社会において安定的なソーシャル・キャ
ピタルを構築することにつながる。この知見
を応用することで、様々な社会システム－災
害のために避難した地域でのコミュニティ
をはじめ、異文化コミュニケーション、組織
運営における課題解決、あるいはソーシャル
メディアにおける情報行動－に新たなコミ
ュニティの在り方に関する視座を提供する
と期待される。 
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